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  本論文では、3 種類のナノ構造を有する新規の触媒を合成し、電極での酸素還元反
応（ORR）の触媒活性について検討された。 
  第１章では、燃料電池の構造及び動作原理などについて紹介している。また酸素還










  第４章では、3種類の Ptフリーの Fe,Coを有する多孔質炭素の触媒を多孔質カーボ













学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
  本論文に関し、論文審査委員から酸化還元反応(ORR)の原理、触媒のナノ構造の制
御及び今後の展開などについて質問がなされ、いずれも著者から明確な回答が得られた。 
  また、公聴会においても、多数の出席者があり、種々の質問がなされたが、いずれ
も著者の説明によって質問者の理解が得られた。  
  以上により、論文審査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査
した結果、本論文が、博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
